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イアン・マキューアンの最新小説Nutshell

胎内に閉じ込められたハムレット

武 藤 哲 郎

は じ め に

イアン・マキューアン（IanMcEwan）の14作目となる最新小説Nutshell（2016）はシェイク

スピア生誕400年を記念してHamletのプロットを下地にしている。さらにユニークなのは語り手

が母親の胎内にいる9か月の赤ん坊なのである。つまり，胎内に閉じ込められたハムレットが母親

と伯父の父親殺しの謀略に耳を傾けながら何もできない状態になっている。果たしてその赤ん坊は

父親殺しの復讐を逡巡している「行動できない」ハムレットなのであろうか。それとも何らかの復

讐を企てる「行動する」ハムレットなのであろうか。

マキューアンのこの小説における意図は何であろうか。Hamletをパロディー化するのが目的な

のだろうか。読者に伝えたいモラルはあるのだろうか。マキューアンはAtonement（2001）の中

で，「小説にはモラルは必要ない。それぞれの登場人物の意識を生き生きと描くのが小説家として

のモラルである」と言っている1。読者が小説にモラルを求めるのはもう時代遅れなのかもしれな

い。

マキューアンの小説には必ず4つの要素，「グロテスク」「歴史・社会」「ユーモア」そして「モ

ラル」がある。体液の ・fourhumours・のようにその混ざり具合によって彼の小説はまるでカメレ

オンのようにその様相を変える。グロテスクが多ければ初期の短編集 InBetweentheSheets

（1978）に，歴史・社会の要素が強ければBlackDogs（1992）に，ユーモアが目的ならばAmster-

dam（1998）に，そしてモラルを描きたければEnduringLove（1997）になる。Nutshellの場合，

Amsterdamのあのブラック・ユーモアをまず思い起こすが，この4つの要素がバランスよく調合

されているので読んでいて確かに面白い。面白おかしく恐怖も交えて楽しく読ませ，それに今まで

知らなかった知識・情報とわずかのモラルがあれば読者は満足する。

NutshellはHamletを下地にしていて，語り手が胎内の赤ん坊という二重の仕掛けが凝らされて

今までの小説にない画期的な試みになっている。ところが，逆にそれが足かせになってマキューア

ンの首を絞めているのも事実である。KateClanchyは次のように述べている。

Thismaynotsoundlikeanentirelypromisingread:atalkingfoetuscouldbeanuncon-

vincingoratleasttiresomelylimitednarrator,andupdatingsofShakespeareoftenstrain

attheirownseams.2
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BookMarksのLiteraryHubではNutshellの評価をB＋としている3。読んでいて確かに「軽い」

感じは拭えない。この小論はNutshellの小説としての完成度を議論するのが中心ではなく，そこ

にあるわずかながらのモラルが何であるかを明らかにするのが目的である。

1．語り手としての赤ん坊

小説の冒頭は次のような文章で始まっている。

SohereIam,upsidedowninawoman.Armspatientlycrossed,waiting,waitingand

wonderingwhoI・min,whatI・minfor......I・venochoice,myearispressedalldayand

nightagainstthebloodywalls.Ilisten,makementalnotes,andI・mtroubled.I・mhearing

pillowtalkofdeadlyintentandI・mterrifiedbywhatawaitsme,bywhatmightdrawme

in. （Nutshell,p.1.）

「だから私はここにいる。ひっくり返って女性の体の中に」というショッキングな出だしでこの

小説は始まっている。「これからどんな自分になるのか，腕を辛抱強く交差させて待っている」と

続く。生まれ出る世界に赤ん坊の選択の余地はない。彼は聞き耳を立てているが，何やらベッドで

は良からぬことを企てているらしい。「私を待っているのが何なのか恐ろしくて仕方がない」とい

うのが上の引用である。Nutshellの冒頭で，この世に生まれ出てくる赤ん坊に選択の余地はない

ことを我々読者は改めて知らされるのである。

マキューアンを読み慣れた読者であれば，彼が小説の出だしで見せる，あのあっと言わせる一工

夫に定評があることは十分知っている。しかし，「語り手が女性の胎内にいる赤ん坊」と読者は推

測できてもにわかに信じられないのが当然であろう。第一，現実的に考えて赤ん坊に意識があるの

かも疑問である。マキューアンが意識的に ・womb・という語を避けているのも我々がにわかに納

得できない手助けをしている。語り手がはっきりと胎内にいる赤ん坊と読者が認識できるのは，1

章が終わる頃になる次のような文章からであろう。

Butshenevertakesathird,anditwoundsme.

・Ihavetothinkofababy,・Ihearhersayasshecoversherglasswithapriggishhand.

（Nutshell,p.7）

ワイン好きの母親Trudyが三杯目を勧められてグラスを手のひらで押さえ，「お腹の赤ちゃんに

良くない」と語り手の ・I・がその言葉を聞く段になって初めて，この小説の語り手が胎内にいる赤

ん坊と読者は納得がいくのである。

加えて，NutshellがHamletのプロットを下地にしていることは，小説のepigraphで想像が付

く。

OhGod,Icouldbeboundedinanutshellandcountmyselfakingofinfinitespace－

wereitnotthatIhavebaddreams.

SHAKESPEARE,Hamlet
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この文章はHamletからの引用で，ここからマキューアンは小説のタイトルを ・Nutshell・とした

ことが想像できる。母親Trudyと伯父のClaudeの何か良からぬことを企てている次のような会

話からプロットが動き出す。

Theyairilybypasstheirvocalcordsbecausethey・replanningadreadfulevent.Should

itgowrong,I・veheardthemsay,theirliveswillberuined. （Nutshell,p.9）

母親の胎内にいる赤ん坊が語り手になる設定を思い付いたのはマキューアンが初めてではない。

Tim Adamsは以下のように述べている。

TherehavebeenplentyofnovelsinspiredbyHamlet－IrisMurdoch・sTheBlackPrince,

JohnUpdike・sGertrudeandClaudius,evenDavidFosterWallace・sInfiniteJest.Andthere

havebeenoneortwonovelstoldinthevoiceoffetusesinthewomb－CarlosFuentes・s

ChristopherUnborn,forexample.ButIanMcEwan・svirtuosoentertainmentisalmost

certainlythefirsttocombinethetwo.4

ChristopherUnbornは1987年に出版されたスペイン語で書かれたメキシコ文学で，作者も公に認

めているように LaurenceSterneの ThelifeandOpinion・sofTristram Shandy,Gentleman

（1759�1767）から影響を受けている。・foetuse・（作中では実際9か月の胎児）が語り手になるのは

小説史上この二つの作品しかないが，TimAdamsが述べているように胎児が語り手という設定に

Hamletのプロットを加えたのはまさにマキューアンが初めてである。

胎内の赤ん坊に意識があるのかどうか，医学的根拠はあるのかどうかは興味ある問題である。

「サイエンス速報」は以下のような研究結果を発表している。

視覚的意識が始まる時点を高い信頼性で明らかにできる乳児の神経系のシグナルが発見され

た。視覚的意識とは，見て，見えたものを記憶する能力のことである。

現在まで，乳児の意識的知覚の実証は困難であった。乳児は短時間提示された情景を見たか

どうか伝えることができないためである。また，意識の指標となる測定可能な行動（眼の動き

など）を示せたとしても，このような行動は，意識的知覚がない状態と関連した脳活動を示し

ているときの成人にも認められている。したがって，乳児の意識に関する信頼性の高い神経学

的マーカーがあれば有用である。

これまでに，成人の意識に関する研究で，脳活動の独特な変化が，成人の自らの環境の知覚

と関連していることが報告されていた。今回，Kouiderらは，乳児の類似した神経学的マー

カーを発見した。

5か月～15か月齢の乳児の脳活動を調べて，Kouiderらは，成人が顔を短時間見せられて

その顔を知っているかどうか報告するときに生じる独特の一連の神経学的イベントが，このタ

スクを行っている乳児の脳にも検出されることを明らかにした。これは検討したすべての年齢

群の乳児に認められたが，シグナル伝達は年上の乳児ほど強力で持続的であった。

本研究の結果は，環境の意識的な処理の段階が，早ければ5か月の乳児から存在することを

示している。また，本研究は。わずかに意識がある状態の人（口頭報告を行えない人）が周囲

のことを把握できるかどいうか評価する上で有用となりうる，意識的知覚マーカー候補を提供
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している5。

この報告からすると5か月の胎児から意識があることが認められている。最初は聴覚から始まって

音が聞こえるようになり，視覚へと移行して目が見えるようになる。つまり，Nutshellにおいて

胎児に意識があるのは医学的に証明されていることになる。胎児が外界の音を聞いていろいろと想

像を巡らすのも全く不可能とは言えないのである。マキューアンはSaturday（2005）執筆にあたっ

て脳外科の手術にも立ち会い，かなり医学的な知識がある。最新の文献を読んで胎児の意識に関し

ては専門的な情報を仕入れていると思われる。

ただし，Nutshellにおける胎児は意識的知覚を通り越してかなりハイレベルな知的思考活動を

行っている。胎児は実は男の子で生まれ出る国が，今や全盛時代であるノルウェーでもなく，料理

がおいしく太陽がふりそそいでいるイタリアでもなく，赤ワイン（PinotNoir）で有名な意気揚々

とした自愛に満ちたフランスでもなく，以下のようなイギリスであると残念がって語っている。

InsteadI・llinheritalessthanunitedkingdomruledbyanesteemedelderlyqueen,where

abusinessman-prince,famedforhisgoodworks,hiselixirs（caulifloweressencetopu-

rifytheblood）andunconstitutionalmeddling,waitsrestivelyforhiscrown.Thiswillbe

myhome,anditwilldo.ImighthaveemergedinNorthKorea,wheresuccessionisalso

uncontestedbutfreedomandfoodarewanting. （Nutshell,pp.3�4.）

・unitedkingdom・と小文字に表記されているのはEU離脱に見られるイギリス国内の結束が乱れ

ていることの指摘であるし，・hiselixirs・や ・unconstitutionalmeddling・はチャールズ皇太子と

ダイアナ妃そしてカミラとの一連の騒動を暗に指摘しているものである。また現在国際社会を恐怖

に巻き込んでいる北朝鮮問題もユーモアたっぷりに描かれている。マキューアンが語っているので

はなく胎児の視点から語られているので読んでいて文句なく面白い。しかし，胎児が何かを聴き取っ

ている，あるいは見ているという次元ではなく，国際社会をこのよう皮肉れるのは，現実的にはあ

り得ないことであり常軌を逸した語りである。それがNutshellの小説の評価にネガティブな要素

を与えるか否かは，読者の判断にむしろ任せられる問題であろう。

胎内の赤ん坊の視点から描く行為について，その医学的根拠は別にして，小説としての面白さが

あるはずである。マキューアンは妊娠している義理の娘を前にしたときにこのユニークな語りの視

点を思い付いた。一般的に小説の語りの視点としては，大まかに分けて第1人称，そして第3人称

の視点がある。第1人称の場合，語り手は現実に存在するわけだから話の筋に何らかの影響を及ぼ

すが，限られた情報しか手に入らない。反対に第3人称は，いわゆる「神」としての存在だから全

てを知っていても，現実の世界には存在しないので逆に話の筋には影響しない。Nutshellの語り

手はこの二つの語りの視点両方を兼ね備えて持っている。現実の世界に彼は存在しているが胎内な

ので，話の筋に何ら影響を与えることはできない。できるのは，ただ母親Trudyのお腹を蹴るこ

とだけである。こう考えるとNutshellは悲劇の様相を呈する。しかし周りにいる全ての人の会話

を聴き取ることができるし，部屋の中で立てる音によって彼らがどのような動作をしているのか想

像できる。「神」としての存在だから，・channel4・のラジオ番組からしか知識を得ないTrudy，

車と服の話しかしないClaude，詩の世界に没頭するあまり世間知らずになっているJohnという

ようにそれぞれ登場人物の欠点を指摘することができる。こう考えるとNutshellが今度は喜劇の

様相を呈するようになる。
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2．胎内に閉じ込められたハムレット

胎内の赤ん坊の視点から小説を描くことをマキューアンが思いついたのはまさに偶然で，上述し

たように妊娠している義理の娘と話しているときにその設定が彼に閃いたのである。ところが，

Hamletを下地にしようと思いついたのは幾分意図的であるに違いない。Nutshellが出版されたの

が2016年でShakespeare生誕400年に当たるからである。プロットにおいてHamletからその多

くを取り入れているし，かなり多くの場面で有名なセリフを引用している。

母親 Trudyが叔父 Claudeと結託して父親を殺すのは，Hamletにおいて Gertrud（y）eが

Claud（e）iusと共謀して父親を毒殺するメインプロットとまさに同じである。ハムレットがポロー

ニアスをネズミと間違って刺殺してしまう場面を想起させるように，ClaudeはTrudyを ・my

mouse・と愛着を込めて呼ぶ。またElodieは ・owl・をテーマに詩を創るが，それは気の狂ったオ

フィーリアが朗読する詩の中で「フクロウ」に言及する場面を我々に思い起こさせる。Claudeは

最初インド料理のテイクアウトをしようとするが ・Danish・料理に変更する（Nutshell,p.132）。

Hamletはデンマークが舞台である。さらに次の引用はClaudeが兄の耳の中に毒を入れればよかっ

たという場面であるが，それはハムレットの父親がまさにそうやって毒殺された方法なのである。

・Youknowwhat?Iwasreadingtheotherday.AndI・vejustrealized.It・swhatwe

shouldhaveused.Diphenhydramine.Kindofantihistamine.Peoplearesayingthe

Russiansuseditonthatspytheylockedinasportsbag.Poureditintohisear.Turned

uptheradiatorsbeforetheyleftsothechemicaldissolvedinhistissueswithoutatrace.

（Nutshell,p.117）

Hamletでは父親の亡霊が現れて自分が毒殺されたことをハムレットに告げるが，Nutshellにお

いても父親Johnの亡霊が次のように現れる。

Thisisaslow,heavydescent.Theyseeblackleathershoes,thenabeltedwaist,ashirt

stainedwithvomit,thenaterribleexpression,bothblankandpurposeful.Myfather

wearstheclotheshediedin......It・snotanhallucination.Thisismycorporealfather,

JohnCairncross,exactlyasheis.Mymother・smoanoffearactsasanenticement,for

he・swalkingtowardus.

・John,・Claudesayswarily,onarisingtone,asifhecouldwakethisfigureintoproper

non-existence.・John,it・sus.・ （Nutshell,pp.186�187.）

父親Johnの亡霊はこのあと何も話さずにTrudyを抱きしめてキスをしたあと立ち去る。胎児

は，・Iemergefromreveriestofindusinthebedroom.・という文章が続くことから夢を見てい

たことが分かる。実際にJohnの亡霊は現れなかったのである。Hamletでは父親の亡霊が毒殺さ

れたことをハムレットに語るが，Nutshellではもう胎児は父親が毒殺されたことを知っているの

で，自分が毒を飲まされたことを語っても意味がない。Johnはただ亡霊として現れただけである。

実際TrudyもClaudeもこの亡霊を見ているわけではない。胎児だけがその妄想で遭遇しただけ

である。このJohnの亡霊が現れる場面は，Hamletのプロットを多く取り入れたために面白いけ
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れどもどこか ・convincing・に欠ける，余計な付け加えである観は拭えない。

3．喜劇か悲劇か

次の場面はTrudyとClaudeが父親Johnに毒の入った果物ジュースを何とか飲ませようとす

る場面である。テーブルの上にはそのジュースが入ったカップが置かれている。彼らが勧めてもな

かなかJohnはそのカップを取り上げようとはしない。Claudeは用心のために台所から二人分の

水の入ったグラスを持ってくる。3人が乾杯するためである。Trudyは先回Johnが彼女との別れ

を記念して朗読した詩の素晴らしさを称えて乾杯しよう言うと彼はようやく毒の入ったカップを取

り上げる。読者はこの場面を読んで喜劇と感じるであろうか，はたまた悲劇と感じるのであろうか。

・Whatyouhavesaidwasright.Youbroughtitallbacktomeanditpiercedmyheart.

Itwasamasterpiece,John,whatwecreated.What・shappenedsincedoesn・tlessenit.

Youweresowisetosaythat.Itwasbeautiful.Nothingthathappensinthefuturecan

washitaway.Andeventhoughit・sonlywaterinmyglass,Iwanttoraiseittoyou,to

us,andthankyouforremindingme.Itdoesn・tmatterwhetherloveendures.What

mattersisthatitexists.So.Tolove.Asitwas.AndtoElodie.・ （Nutshell,p.98.）

・Elodie・はJohnの詩に憧れを抱いている若い女性である。Johnは彼女を新しい恋人とTrudyと

Claudeに紹介するが，それは実は嘘で彼がTrudyに嫉妬を抱かせるのが目的だった。それは図

に当たって彼女はJohnの殺害を最終決定する。ともかくも，なかなか ・smoothie・を飲もうとし

ないJohn，それを見て彼の詩が大嫌いなTrudyがそれを褒め称えて何とか飲ませようとする場

面はいささか滑稽である。二人の育んだ愛を歌った詩をTrudyに称賛されたJohnはようやくジュー

スの入ったカップを取り上げようとする。

Whenmyfatherspeaks,hesoundscloser.He・scomingbacktothetable.

・Well,・hesays,mostgenially,・that・sthespirit.・

Iswearthedeathly,lovingcupisinhishand.

Again,withbothheelsIkickandkickagainsthisfate.

・Oh,oh,littlemole,・mymothercallsoutinasweet,maternalvoice.・He・swakingup.・

・Youfailedtomentionmybrother,・JohnCairncrosssays.It・sinhisManlypoet・s

naturetoamplifyanother・stoast.・Toourfutureloves,ClaudeAndElodie.・

・Tousallthen,・saysClaude.

Asilence.Mymother・sglassisalreadyempty.

Thencomesmyfather・sdrawn-outsighofsatisfaction.Exaggeratedtoadegree,

merelyoutofpoliteness.

・Moresugarythanusual.Butnotbadatall.・

TheStyrofoamcuphesetsuponthetablemakesahollowsound.（Nutshell,p.99.）

なかなかカップを取り上げようとしない Johnに向かって心にもないお世辞で彼の詩を褒める

Trudy。詩の世界にのめり込むあまり現実世界を忘れてしまっている John。若くて魅力的な
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Trudyに惹かれ兄の不動産である家を手に入れようとするClaude。そして，何とか父親を助けよ

うとして母親のお腹を蹴る名前がまだない胎児の男の子。この場面を読んで喜劇と感じる読者が多

いのではないだろうか。

この小論の冒頭でNutshellのブラック・ユーモアはマキューアンのAmsterdamを想起させる

と書いたが，上記の場面が二人の男がお互いに毒を盛りあって死んでいく場面を想起させる要因に

なっている。小説の最後でJohnを殺害したTrudyとClaudeが実はお互いを信用していなかっ

たことが露呈する場面は一層Amsterdamの結末を読者に思い起こさせる。

・It・sstarted.It・ssoquick!Getanambulance.・

Hesaysnothingforamoment,thenheaskssimply,・Where・smypassport?・

Thefailureismine.Iunderestimatedhim.Thepointinarrivingearlywastoruin

Claude.Iknewhewastrouble.ButIthoughthelovedmymotherandwouldstaywith

her.I・mbeginningtounderstandherfortitude.Overthebrightjinglingsoundofcoins

againstmascaracaseasherummagesthroughherhandbag,shesays,・Ihidit.Down-

stairs.Justincasethishappened.・ （Nutshell,p.194.）

TrudyはClaudeが彼女とお腹の赤ん坊を捨てて出て行くことを予測して彼のパスポートを隠し

ておいたのである。胎児はClaudeが彼らのことを置き去りにはしないだろうと楽観していたので

母親の勇気に感服する。母親に早過ぎる破水をさせてしまった胎児，二人を置き去りにしようとす

るClaude，それを前もって予測していたTrudy。三者三様にドタバタしていてAmsterdamの結

末を想起させるブラック・ユーモアである。

しかし，全てが喜劇といえばそうでもない。薄ら寒い恐怖も垣間見られる。

・Iwassurprised.Helookedpeaceful.Except...・Shedrawsasharp,inwardsigh.

・Excepthismouth.Itwassolong,sowide,stretchedalmosteartoear,likeaninsane

smile.Itwasclosedthough.Iwasgladaboutthat.・ （Nutshell,p.143.）

Johnの死体の様子をTrudyでもなくClaudeでもなくElodieが語るから，それを聞いている二

人と胎児にとって恐怖が倍増するのである。TrudyはJohnが死んだあと自分たちの行為を反省

して罪の意識にだんだんと苛まれる。考えてみれば，Johnには死に値するような責任はない。詩

の世界に没頭するあまり俗世間を忘れて人に迷惑をかけるようなことはあっても，人から毒を盛ら

れて死に追いやられるような事は行っていない。そのような彼をTrudyとClaudeが結託して毒

殺するところが喜劇にしても悲劇にしても読者を納得するような理由づけが行われていない。批評

家がNutshellにB＋の評価を与えた理由である。

4．行動するハムレット

まんまと目的を達成できたと思うClaudeとTrudyのもとに警部のClareAllisonが部下を伴っ

て訪れる。彼女はただ状況の確認だと言いながらも彼らに執拗に，それも心理的に圧力を加える。

ClaudeにはJuddStreetにあるジュース・バーに行かなかったか，またJohnから広いふちの帽

子を借りなかったかと尋ねる（Nutshell,p.174）。実は彼はJohnが自殺したように見せかけよう
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としてそのジュース・バーに彼の帽子を被って行ったのである。Johnがそこで ・smoothie・を買っ

たと思わせるためである。毒入り ・smoothie・を飲ませたのはTrudyの住む家であったが，彼ら

はそれを魔法瓶に詰めてJohnの車の座席の下に忍ばせていた。勿論，彼らの指紋は付けないよう

に細心の注意を払った。しかし，警部補のClareにはもう一つ決定的な質問が用意されていた。

・Buttherealmysteryisthis.Notasingleprintonthatglycolbottle.

Nothingonthecup.Justheardfromforensics.Notatrace.Sostrange.

・Ah!・saysClaude,butTrudycutsacrosshim.Ishouldwarnher.Shemustn・tbetoo

eager.Herexplanationcomesouttoofast.・Gloves.Skincomplaint.Hewassoashamed

ofhishands.・

・These?・

Mymotherstepsforwardtolook.Itmustbeaprintoutofaphotograph.

・Yes.・

・Didn・thaveanotherpair?・

・No.Butalot,especiallywhenhewasfeelingdown.・ （Nutshell,pp.181�182）

Johnの車にあった魔法瓶から一つの指紋も検出されなかったのである。彼らは準備万端，それ

に対しても彼が皮膚病で手袋をはめていたことを警部に告げる。ところが，Clareはそのことをす

でに調べ上げていたにもかかわらず意図的に二人に質問したのである。Trudyは手袋のスペアは

ないと答えるが，Clareはこのあと証拠を突きつける。車にあった手袋の人差し指と親指の間には

無数の小さな蜘蛛の卵が付着していたのである。つまり，その手袋で魔法瓶に触っていれば，魔法

瓶にも蜘蛛の卵が付着していたはずで，それがないとすればJohnの指紋が付いていない毒の入っ

た魔法瓶を誰かが車に忍ばせたことになる。Clareは明日また来ていくつかの疑問を整理すると言っ

て，家を出て行く。ClaudeとTrudyは自分たちが追い込まれたことを知って翌日の朝国外へ逃

亡しようと企てる。

胎児はここで行動を起こさなければ父親がうかばれないと思い，「行動するハムレット」になる。

Trudyを破水させるのである。

I・vecometoadecision.Enough.Myamnioticsacisthetranslucentsilkpurse,fineand

strong,thatcontainsme.Italsoholdsthefluidthatprotectsmefromtheworldandits

baddreams.Nolonger.Timetojoinin.Toendtheendings.Timetobegin.It・snot

easytofreemyrightarmlodgedtightagainstmychest,orgainmovementinmywrist.

Butnowit・sdone.Aforefingerismyspecialtooltoremovemymotherfromtheframe.

Twoweeksearlyandfinger-nailssolong.Imakefirstattemptatanincision.

（Nutshell,p.192.）

おわりに

この小説にモラルがあるとすれば，表面的にはやはり何の罪もない詩人のJohnを殺すことによっ

て罪の意識に苛まれ警察に捕まり刑務所に入れられるTrudy，そして母親と赤ん坊を捨てて自分

だけ助かろうとするClaudeに最終的に罰が下されることであろう。この作品は決してHamletを
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パロディー化しているのではなく，そのプロットを下地にすることによって，いわば誰もが知って

いる作品の力を借りることによってNutshellは読んでいて面白い作品に仕上がっている。作品の

完成度からすると議論の余地はあるであろうが，マキューアンの次の文章はこの世にこれから生ま

れ出る子供たちを気遣っている気持ちに溢れている。出産を間近に控えた義理の娘の一人の父親と

して，この世の中が平和で住みやすい世界であることを。それがNutshellに隠されたメッセージ

であろう。

Iwantmylifefirst,mydue,myinfinitesimalsliceofendlesstimeandonereliablechance

ofaconsciousness.I・mowedahandfuldecadestotrymyluckonafreewheelingplanet.

That・stherideforme－theWallofLife.Iwantmygo.Iwanttobecome.Putanother

way,there・sabookIwanttoread,notyetpublished,notyetwritten,thoughastart・s

beenmade.IwanttoreadtotheendofMyHistoryoftheTwenty-FirstCentury.Iwant

tobethere,onthelastpage,inmyearlyeighties,frailbutsprightly,dancingajigonthe

eveningofDecember31st,2099.

（Nutshell,p.129）
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